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一 般 質 問一 般 質 問

問　

被
災
か
ら
10
カ
月
、
経
過
し
た
が
。

被
害
農
家
か
ら
「
申
請
書
類
が
難
し

い
」、「
い
ま
だ
に
撤
去
費
用
の
助
成
金

す
ら
受
け
取
れ
な
い
」
な
ど
の
声
が
11

月
に
な
っ
て
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市

の
支
援
は
。

答　

雪
害
農
家
へ
の
市
の
調
査
で
は
２

１
０
件
、
申
請
農
家
は
79
人
が
希
望
、

59
人
が
申
請
完
了
、
11
月
下
旬
補
助
金

支
払
い
手
続
き
が
完
了
。
12
月
は
17
人

に
支
払
予
定
。
残
り
20
人
が
所
定
の
手

続
き
中
で
あ
り
、
来
年
度
の
支
援
事
業

に
つ
い
て
も
国
県
に
要
望
し
て
い
る
。

●
庁
舎
・
市
民
会
館
建
設
計
画

に
つ
い
て

問　

市
は
合
併
特
例
債
を
32
億
５
千
万

円
と
大
幅
に
増
額
し
、
10
月
14
日
、
市

庁
舎
及
び
市
民
会
館
建
設
の
再
入
札
告

示
、
再
入
札
を
実
施
、
工
事
契
約
、
来

年
１
月
に
は
、
建
設
の
着
工
を
考
え
て

い
る
、
今
回
の
３
回
の
入
札
も
不
調
と

な
り
随
意
契
約
で
建
設
に
向
け
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
、
合
併
特
例
債
は
借
金

で
あ
り
、
将
来
世
代
の
負
担
・
不
安
は

ま
す
ま
す
増
加
す
る
が
。

答　

市
の
合
併
特
例
債
借
入
可
能
額
お

よ
び
基
金
積
み
立
て
分
を
合
わ
せ
る
と

２
４
７
億
２
千
５
百
万
と
な
る
。
借
入

額
は
25
年
度
実
績
で
は
１
５
３
億
１
千

９
百
万
円
、
償
還
期
間
（
返
す
期
間
）

25
年
と
な
っ
て
い
る
。
庁
舎
等
建
設
工

事
に
か
か
る
合
併
特
例
債
の
借
入
見
込

み
額
は
、
現
時
点
で
31
億
６
千
万
円
で

あ
り
、
利
子
１
・
１
％
で
試
算
す
る
と

４
億
８
千
９
百
万
円
、
元
金
お
よ
び
利

子
分
を
合
わ
せ
た
償
還
見
込
み
額
は
36

億
５
千
万
円
と
な
り
、
交
付
税
算
入
額

は
そ
の
70
％
の
25
億
５
千
５
百
万
円
が

見
込
ま
れ
る
。（
※
10
億
９
千
５
百
万

円
が
市
の
借
金
と
な
る
）

◎
市
子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

●
市
役
所
・
市
民
会
館
建
設

問　

今
回
入
札
業
者
及
び
入
札
状
況
は
。

答　

形
態
別
で
は
単
独
業
者
が
１
社
、

Ｊ
Ｖ
業
者
が
２
社
で
、
初
日
は
３
社
、

二
日
目
は
２
社
、
三
日
目
は
１
社
が
入

札
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
予
定
価
格

を
上
回
り
落
札
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

問　

合
法
談
合
と
も
い
え
る
、
不
落
に

よ
る
随
意
契
約
交
渉
は
い
つ
ま
で
続
け

る
つ
も
り
な
の
か
。

答　

26
年
い
っ
ぱ
い
を
考
え
て
い
る
。

●
教
育
委
員
会
制
度
改
革

問　

地
方
教
育
行
政
法
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
、
そ
の
特
徴
は
。

答　

①
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本

化
し
た
新
教
育
長
の
設
置
、
②
教
育
長

へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
と
会
議
の

透
明
化
、
③
総
合
教
育
会
議
の
設
置
、

④
首
長
に
よ
る
「
大
綱
」
の
策
定
の
４

点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
首
長
と

教
育
委
員
会
と
の
連
携
強
化
を
図
る
な

ど
抜
本
的
改
変
が
さ
れ
て
い
る
が
、
教

育
委
員
会
は
教
育
行
政
の
最
高
執
行
機

関
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

問　

秩
父
市
で
の
新
制
度
へ
の
移
行
は
。

答　

現
教
育
長
が
任
期
満
了
ま
で
在
職
、

徐
々
に
移
行
し
て
い
く
経
過
措
置
を
採

用
の
予
定
で
、
制
度
改
変
に
伴
う
条
例

改
正
等
に
つ
い
て
は
、
３
月
議
会
に
上

程
し
新
制
度
へ
の
移
行
を
準
備
す
る
。

●
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
改
修

問　

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
。

答　

校
舎
内
57
・
６
％
、
体
育
館
77
・

６
％
、プ
ー
ル
46
・
９
％
、屋
外
32
・５
％

で
あ
る
。

問　

公
衆
ト
イ
レ
の
管
理
は
。

答　

１
０
５
カ
所
の
ト
イ
レ
を
生
活
衛

生
課
及
び
各
支
所
が
担
当
管
理
し
て
い

る
。

問　

公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
。

答　

３
６
８
基
中
１
６
４
基
が
洋
式
化

さ
れ
て
お
り
44
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

つぶれたビニールハウス、みなさんの要望を聞く

市役所・市民会館建設計画のイメージ

大
雪
被
害
の
農
家
支
援
策
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
会
議
員
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
会
議
員
団　

山山や
ま
な
か

や
ま
な
か中中　

　
　
　

進進す
す
む

す
す
む

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を

め
ざ
し
て

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
会
議
員
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
会
議
員
団　

斎斎さ
い
と
う

さ
い
と
う藤藤　　

捷捷か
つ
し
げ

か
つ
し
げ栄栄
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大
１
９
５
立
方
メ
ー
ト
ル
を
記
録
す
る

な
ど
浄
水
す
る
能
力
の
２
倍
近
い
日
が

連
続
し
、
配
水
過
多
に
よ
る
断
水
が
心

配
さ
れ
て
い
る
。
新
た
に
大
洞
川
か
ら

取
水
す
る
方
法
は
相
当
な
費
用
が
か
か

る
、
配
水
池
を
新
設
す
る
と
７
千
万
円

費
用
が
か
か
る
。
一
番
良
い
方
法
と
し

て
配
水
池
を
作
っ
て
定
期
的
に
保
管
し
、

消
毒
し
な
が
ら
使
用
し
て
い
く
方
法
が

良
い
と
思
う
。
風
呂
水
な
ど
の
排
水
を

再
生
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
や
雨

水
の
活
用
を
図
る
な
ど
対
策
を
検
討
。別所浄水場

問　

水
道
広
域
化
の
推
進
と
既
存
施
設

の
見
直
し
。

答　

特
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
「
水
道

施
設
の
統
合
化
」
は
事
業
運
営
に
効
果

大
で
あ
り
積
極
的
に
推
進
し
経
営
基
盤

強
化
に
繋
げ
た
い
。
整
備
策
と
し
て
10

年
間
で
12
の
整
備
案
を
検
討
し
て
い
る
。

　

横
瀬
町
の
姿
見
山
浄
水
場
を
配
水
池

に
姿
見
山
水
源
と
浄
水
場
を
廃
止
。
皆

野
町
、
三
沢
地
区
に
配
水
池
を
新
設
し

三
沢
水
源
・
浄
水
場
を
廃
止
。
橋
立
浄

水
場
か
ら
の
送
水
を
行
う
。
別
所
浄
水

場
か
ら
の
総
水
量
を
拡
大
し
皆
野
水

源
・
浄
水
場
を
廃
止
。
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ

パ
ー
ク
に
配
水
池
を
新
設
し
小
鹿
野
・

吉
田
・
皆
野
・
長
瀞
方
面
に
配
水
。
小

鹿
野
水
源
と
浄
水
場
を
廃
止
、
吉
田
地

区
の
水
不
足
を
解
消
す
る
。
各
地
域
の

浄
水
場
を
廃
止
す
る
こ
と
で
更
新
費
用

が
抑
制
さ
れ
る
。
秩
父
市
の
橋
立
・
別

所
の
２
浄
水
場
施
設
の
役
割
は
、
さ
ら

に
重
要
と
な
り
強
靱
な
施
設
が
求
め
ら

れ
る
。
広
域
化
は
、
秩
父
の
お
い
し
い

水
を
寄
居
・
熊
谷
方
面
に
送
水
し
、
県

内
水
道
一
本
化
を
目
指
す
。

問　

三
峰
地
区
の
配
水
量
不
足
の
現
状

と
対
応
策
は
。

答　

最
大
給
水
量
は
日
量
80
立
方
メ
ー

ト
ル
。
近
年
の
観
光
客
増
大
で
１
日
最

●
観
光
振
興
と
街
づ
く
り

問　

日
本
そ
ば
博
覧
会
の
誘
致
が
で
き

な
い
か
。

答　

市
で
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

つ
も
り
は
な
い
。
そ
ば
博
覧
会
等
は
民

間
活
力
に
よ
る
開
催
が
望
ま
し
い
。
観

光
振
興
に
有
効
と
思
う
が
今
後
研
究
す

る
。

問　

ジ
オ
パ
ー
ク
や
４
ダ
ム
を
活
用
し

た
観
光
振
興
は
出
来
な
い
か
。

答　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
以
来
様
々

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
浦
山
ダ
ム

で
は
既
に
防
災
資
料
館
に
ジ
オ
パ
ー
ク

秩
父
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
る
。
ま

た
、
荒
川
商
工
会
が
委
託
を
受
け
、「
浦

山
ダ
ム
カ
レ
ー
」
等
の
食
事
の
提
供
も

始
め
た
。
さ
ら
に
合
角
ダ
ム
で
も
周
辺

で
発
掘
し
た
資
料
の
公
開
展
示
を
検
討

し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
秩
父
地
域
の

恵
ま
れ
た
資
源
を
大
切
に
保
全
し
、
活

用
す
る
こ
と
で
地
域
振
興
を
図
る
。

問　

大
滝
の
瀧
谷
洞（
ろ
う
こ
く
ど
う
）

の
調
査
は
、
莫
大
な
費
用
が
掛
か
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、
県
・
国
の
支
援
を

受
け
、
進
展
さ
せ
る
事
は
出
来
な
い
か
。

答　

25
年
１
月
に
県
知
事
に
対
し
要
望

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
県
議
会
や
知

事
も
興
味
を
示
し
て
い
る
の
で
、
今
後

も
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

●
農
業
政
策
の
支
援
と
充
実

問　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
・
特
産
品
開
発
は
。

答　

現
在
、
県
の
指
定
す
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
は
、
し
ゃ
く
し
菜
・
大
豆
借
金
な

し
・
ち
ち
ぶ
太
白
さ
つ
ま
い
も
等
11
品

目
で
あ
る
。
新
た
な
る
掘
り
起
こ
し
の

取
り
組
み
は
、
吉
田
地
区
で
「
吉
田
特

産
品
協
議
会
」
を
設
立
し
、
カ
ボ
ス
・

ユ
ズ
胡
椒
な
ど
新
商
品
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

◎
有
害
鳥
獣
対
策

◎
教
育
の
充
実
・
小
中
学
校
の
統
廃
合

と
学
区
の
再
編
成

そば博覧会（新潟県新発田市）

水
道
広
域
化
の
推
進
と
既
存

施
設
の
見
直
し

市
民
の
会
・
絆　

市
民
の
会
・
絆　

浅浅あ
さ
う
み

あ
さ
う
み海海　

　
　
　

忠忠
た
だ
し

た
だ
し

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り市

民
の
会
・
絆　

市
民
の
会
・
絆　

江江え
だ
え
だ田田　　

治治は
る
お

は
る
お雄雄

橋立浄水場
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一 般 質 問一 般 質 問

あ
り
が
と
う

 

ご
ざ
い
ま
し
た

◆
12
月
定
例
会
の
盆
栽
◆

　

12
月
定
例
会
に
盆
栽
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
方
は
、
日
本
盆
栽
協
会
秩
父

支
部
の
新
井

清
さ
ん
（
中

村
町
）、
堀

口
正し

ょ
う
い
ち一
さ

ん（
大
野
原
）

で
す
。

編

集

委

員

　

昨
年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ

う
か
、
各
地
で
大
き
な
自
然
災
害
が
発

生
し
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

秩
父
で
も
２
月
の
豪
雪
災
害
で
、
農
業

用
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
等
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
。
秩
父
地
域
は
災
害
の
少
な
い

土
地
柄
で
す
が
、
豪
雪
災
害
は
予
期
せ

ぬ
事
態
で
そ
の
対
応
が
問
題
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
の
干
支
は
「
未

ひ
つ
じ

年
」
で
す
。

以
前
よ
り
未
年
は
、
穏
や
か
な
年
に
な

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
一
年

が
平
和
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
も
、
市
民
の
皆
様

に
審
議
の
内
容
を
細
か
く
解
り
や
す
く

伝
え
る
よ
う
、
議
会
用
語
か
ら
喋
り
言

葉
で
表
現
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
ま
た
採
決
前
の
「
質
疑
」「
討
論
」

も
掲
載
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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新井　清さん提供堀口正一さん提供

●市議会を傍聴してみませんか●
　３月定例会の予定
日　　　程 議　　　事

２月27日㈮ 開会、議案説明
３月４日㈬、５日㈭ 議案に対する質疑

６日㈮、９日㈪、一般質問10日㈫
12日㈭ 委員会
18日㈬ 委員長報告、採決、閉会

※　議場は、吉田総合支所の３階です。
※　 日程は、定例会初日に正式に決定されるため、都合により変更

になる場合もありますので、傍聴の際は、議会事務局へお問い
合わせください。

各日、午前10時開会予定

問　

地
産
地
消
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
拠
点
と
し
て
国
・
県
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
る
吉
田
元
気
村
の
発
電

で
、
唯
一
欠
け
て
い
る
の
が
水
力
発
電
。

小
水
力
発
電
や
合
角
ダ
ム
を
活
用
し
た

発
電
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答　

小
水
力
発
電
は
適
地
を
調
査
中
。

合
角
ダ
ム
の
発
電
は
「
莫
大
な
費
用
が

か
か
る
一
方
で
、
流
量
が
少
な
い
た
め

発
電
能
力
が
小
さ
く
、
現
在
の
と
こ
ろ

整
備
は
難
し
い
」
と
の
県
回
答
。

●
大
規
模
雪
害
に
備
え
て

問　

大
規
模
雪
害
時
に
「
不
十
分
な
点

が
あ
っ
た
」
と
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織

（
町
会
）
と
行
政
と
の
連
携
の
今
後
は
。

答　

地
域
防
災
計
画
の
中
の
大
雪
対
策

計
画
に
、
市
民
に
よ
る
共
助
体
制
の
構

築
を
新
た
に
明
記
す
る
予
定
。

問　

町
会
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま

れ
た
「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
隊
」

の
制
度
化
、
強
化
・
拡
充
は
。

答　

町
会
主
体
の
除
雪
に
は
絶
大
な
効

果
が
あ
っ
た
。
今
後
も
、
概
ね
60
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
積
雪
時
に
は
、
同

様
の
報
奨
金
制
度
を
実
施
。

●
全
国
学
力
テ
ス
ト
学
校
別
公

表
の
是
非

問　

子
ど
も
の
貧
困
が
学
力
格
差
を
生

む
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
今
回
の
学
力

テ
ス
ト
結
果
と
の
関
連
性
は
。

答　

そ
の
よ
う
な
調
査
は
し
て
い
な
い

が
、
文
科
省
の
調
査
か
ら
は
子
ど
も
の

家
庭
の
社
会
経
済
的
背
景
と
学
力
と
の

間
に
相
関
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問　

学
校
別
結
果
公
表
に
よ
る
「
過
度

の
競
争
・
序
列
化
・
個
人
の
特
定
」
が
、

子
ど
も
の
学
力
格
差
を
一
層
際
立
た
せ

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
。

答　

公
表
し
た
こ
と
で
格
差
が
拡
が
る

と
は
考
え
て
い
な
い
。

地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
は

金金か
な
さ
き

か
な
さ
き崎崎　　

昌昌ま
さ
ゆ
き

ま
さ
ゆ
き之之

除
雪
報
奨
金
の
町
会
別
申
請
一
覧


